
5月17日　土曜日　　　　　　　　　長　　野　、モヨ

」国宝に

琵琶湖疏水施設の南禅寺水路闇（文化庁提供）

太陽の塔（大阪府提供）

「太陽の塔」は

重要文化財に
文化審議会が答申

文
化
審
議
会
（
島
谷
弘
幸
会
長
）
は
1
6

日
、
琵
琶
湖
の
水
を
京
都
市
内
に
運
ぶ

「
琵
琶
湖
疏
水
施
設
」
　
（
大
津
市
、
京
都

市
）
の
一
部
を
国
宝
に
、
1
9
7
0
年
大

飯
万
博
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
「
太
陽
の
塔
」
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

な
ど
8
件
を
重
要
文
化
財
に
新
た
に
指
定

す
る
よ
う
、
文
部
科
学
相
に
答
申
し
た
。

近
く
答
申
通
り
告
示
さ
れ
、
重
文
の
建
造

物
は
2
5
9
7
件
（
う
ち
国
宝
2
3
3

任
．
と
な
る
。

琵
琶
湖
疏
水
施
設
の
う
ち
、
国
宝
指
定

を
答
申
し
た
の
は
南
禅
寺
水
路
闇
な
ど
5

カ
所
。
蹴
上
発
電
所
旧
本
館
な
ど
1
9
カ
所

に
つ
い
て
も
併
せ
て
重
文
指
定
を
答
申
し

た
。
明
治
中
期
の
土
木
技
術
の
粋
を
集
め

て
建
設
さ
れ
、
舟
運
や
か
ん
が
い
、
発

電
、
水
道
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
機
能

を
持
つ
。
近
代
の
土
木
構
造
物
と
し
て
初

の
国
宝
と
な
る
。

太
陽
の
塔
は
、
大
阪
万
博
の
テ
ー
マ

「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
表
現
す
る
パ

ビ
リ
オ
ン
。
芸
術
家
岡
本
太
郎
の
デ
ザ
イ

ン
を
忠
実
に
具
現
化
す
る
た
め
、
当
時
最

先
端
の
技
術
を
結
集
し
て
建
設
さ
れ
た
。

高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
を
象
徴
し
た
大

阪
万
博
の
貴
重
な
レ
ガ
シ
ー
（
遺
華
と

さ
れ
る
。

答
申
さ
れ
た
国
宝
と
重
文

文
化
審
議
会
の
新
指
定
答
申
は
次
の
通

り
用∴

国
宝
】
琵
琶
湖
疏
水
施
設
（
大
津

市
、
吏
都
市
）
　
【
重
要
文
化
財
】
ス
カ
イ

ハ
ウ
ス
（
東
京
都
文
京
区
）
▽
旧
京
藤
家

住
宅
（
福
井
県
南
越
前
町
）
▽
連
中
寺
本

堂
（
名
古
屋
市
）
▽
建
中
寺
徳
川
家
御
霊

屋
（
同
市
）
▽
旧
今
井
貯
木
場
施
設
（
愛

知
県
豊
田
市
）
▽
琵
琶
湖
疏
水
施
設
（
大

津
市
、
京
都
市
）
▽
旧
下
村
家
住
宅
洋
館

（
京
都
市
）
▽
太
陽
の
塔
（
大
阪
府
吹
田

市）


